














































これまでに支援した少年は、平成 24年度中は「寄り添い型」が 35名、「家庭裁判所係属中少年」が 125名の計 160名と
なっています。支援コーディネーターの継続的な関わりと学習支援や就労体験等により、非行が改善し復学や進学、就労
などに結びついた事例や、清掃活動で地域の方々から「ありがとう。」「ご苦労様。」と声をかけられながら、一生懸命作業
する姿が見られるなど、着実に成果が現れているところです。
３　子どもの起こす問題には訳がある
 非行の背景や原因は様々です。（アクションプラン＜少年非行問題総合対策＞より）
○地域の絆が薄れ子どもを社会全体で見守り育てる力が弱体化 → 非行抑止力の低下
○罪悪感や犯罪であることの認識が希薄 → 規範意識の低下
○基礎学力、コミュニケーション力の不足等による学校不適応
　　　　　　　　　　　　　　　　　 → 居場所がない、疎外感࣭孤立感を抱く
○発達上の課題がある子どもに対する周囲の理解不足、適切な支援の不足等
　　　　　　　　　　　　　　　　　 → 適切な教育࣭療育環境の阻害による影響
○放任や虐待等による家庭環境の悪化 → 健全な家庭生活の阻害による発育過程への影響
○非行少年への指導࣭支援の継続性が担保されていない　→　再犯者率の増加
子どもたちは自分が抱えている思いや痛みを言葉でうまく表現できません。決して最初から「非行少年」と呼ばれる子
がいるのではなく、心が傷つき適切なケアをしてもらえなかった結果、「どうせ誰も分かってくれない」「何をしても無駄」
「見捨てられた」という諦めや不信感、また苛立ちや怒り、悲しみや寂しさといった感情が非行や問題行動となって表れま
す。大人から見て「困った行動」というのは実は「困り」の表れなのです。
 ユース࣭アシストでは、なぜそういう行動をとったのか、どこに原因があるのかを見極める、アセスメントをしっかり
することを大切にしています。単に表出している行動だけを押さえても根本的な解決にはなりません。子どもたちの出す
サインを見逃すことなく気持ちに寄り添いながら、その子にとって一番必要な支援は何かを考え、根気強く関わり続けて
いるところです。
「子どもと安全」機関間連携事例紹介90
４　おわりに
私たちは、家庭や学校に居場所を見いだせない、社会にうまく適応できない子どもたちの「心の居場所」でありたいと
活動していますが、こうした気持ちを素直に出せたり存在を認められる、また助けを求めていける「居場所」が身近な生
活の場である地域の中にも広がっていくことが大切です。
立ち直り支援はすぐに効果が出るものではありませんが、今後とも関係機関と一層連携しながら、こうした地域での取
組みへの支援も含め、課題を抱える子どもたちが自立し、学校や社会で夢と希望を持って歩んでいけるよう取り組んでい
きたいと考えています。
